
護
保
険
法
第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
等
を
提
供
す

る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が

認
め
た
者

よ
り
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
等
を
提
供
す

る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が

認
め
た
者

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
業
務
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
業
務
）

第
五
条
の
七

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

第
五
条
の
七

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

２

提
供
申
出
者
が
行
う
業
務
が
法
第
十
六
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情

報
を
匿
名
診
療
等
関
連
情
報
と
連
結
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
提
供
を
受
け
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
業
務
は
、
前
項
に

掲
げ
る
業
務
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ほ
か
、
健

康
保
険
法
施
行
規
則
第
百
五
十
五
条
の
六
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

提
供
申
出
者
が
行
う
業
務
が
法
第
十
六
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情

報
を
匿
名
介
護
保
険
等
関
連
情
報
と
連
結
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
提
供
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
業
務
は
、
第

一
項
に
掲
げ
る
業
務
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ほ

か
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
七
十

二
の
十
一
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

提
供
申
出
者
が
行
う
業
務
が
法
第
十
六
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情

報
を
匿
名
介
護
保
険
等
関
連
情
報
と
連
結
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
提
供
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
業
務
は
、
前

項
に
掲
げ
る
業
務
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ほ

か
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
七
十

二
の
十
一
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
と
連
結
し
て
利
用

し
、
又
は
連
結
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
）

（
匿
名
医
療
保
険
等
関
連
情
報
と
連
結
し
て
利
用

し
、
又
は
連
結
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
）

第
五
条
の
八

法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
匿
名
診
療
等
関
連
情

報
及
び
匿
名
介
護
保
険
等
関
連
情
報
と
す
る
。

第
五
条
の
八

法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
匿
名
介
護
保
険
等
関

連
情
報
と
す
る
。

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
三
十
五
条

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
と
す
る
。

第
三
十
五
条

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
第
五
号

に
掲
げ
る
者

三

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務

省
令
第
三
十
六
号
）
第
五
十
八
条
第
五
号
に
掲

げ
る
者

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
五
章
の
二

介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
百
四
十

条
の
七
十
二
の
五

第
百
四
十
条

の
七
十
二
の
十
七
）

第
五
章
の
二

介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
百
四
十

条
の
七
十
二
の
五
・
第
百
四
十
条

の
七
十
二
の
六
）

第
六
章
〜
第
十
章

（
略
）

第
六
章
〜
第
十
章

（
略
）

附
則

附
則

（
資
格
取
得
の
届
出
等
）

（
資
格
取
得
の
届
出
等
）

第
二
十
三
条

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
に
至
っ
た
た

め
、
又
は
法
第
十
三
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第

二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
た
め
、

第
一
号
被
保
険
者
（
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
資

格
を
取
得
し
た
者
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
市
町
村
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
に
至
っ
た
た

め
、
又
は
法
第
十
三
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第

二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
た
め
、

第
一
号
被
保
険
者
（
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
資

格
を
取
得
し
た
者
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
市
町
村
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
現
住
所
、
従
前

の
住
所
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
。
第

二
十
七
条
、
第
百
四
十
条
の
七
十
二
の
九
及
び

別
表
第
一
に
お
い
て「
番
号
利
用
法
」と
い
う
。）

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
（
以
下

「
個
人
番
号
」
と
い
う
。）

一

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
現
住
所
、
従
前

の
住
所
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
。
第

二
十
七
条
及
び
別
表
第
一
に
お
い
て
「
番
号
利

用
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

個
人
番
号
（
以
下
「
個
人
番
号
」
と
い
う
。）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
法
第
七
十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
申

出
の
方
法
）

（
法
第
七
十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
申

出
の
方
法
）

第
百
二
十
六
条
の
七
の
三

市
町
村
長
は
、
法
第
七

十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

指
定
に
関
し
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
（
法

第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保

険
事
業
計
画
を
い
う
。
第
百
四
十
条
の
十
七
の
四

及
び
第
百
四
十
条
の
七
十
二
の
六
に
お
い
て
同

じ
。）と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し

出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
六
条
の
七
の
三

市
町
村
長
は
、
法
第
七

十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

指
定
に
関
し
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
（
法

第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保

険
事
業
計
画
を
い
う
。
第
百
四
十
条
の
十
七
の
四

に
お
い
て
同
じ
。）と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
の

意
見
を
申
し
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）
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